
定
例

会
の

概
要

・
・

・
・

・
・

・
・

・
定

例
会

の
概

要
・

・
・

・
・

・
・

・
・

主
な

議
案

と
審

議
内

容
・

討
論

・
・

・
主

な
議

案
と

審
議

内
容

・
討

論
・

・
・

審
議

結
果

、
賛

否
の

公
表

・
・

・
・

・
審

議
結

果
、

賛
否

の
公

表
・

・
・

・
・

一
般

質
問

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
一

般
質

問
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

臨
時

会
・

活
動

報
告

・
ク

イ
ズ

臨
時

会
・

活
動

報
告

・
ク

イ
ズ

・
・

・
・

・
・

・・
議

会
改

革
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

議
会

改
革

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ご

意
見

箱
・

声
の

ひ
ろ

ば
・

・
・

・
・

・
ご

意
見

箱
・

声
の

ひ
ろ

ば
・

・
・

・
・

・

1
2

月
定

例
会

　
1

2
月

定
例

会
　

　
―

  Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｔ

Ｅ
Ｎ

Ｔ
Ｓ

  ―
　

―
  Ｃ

Ｏ
Ｎ

Ｔ
Ｅ

Ｎ
Ｔ

Ｓ
  ―

に
の
へ

に
の
へ

市
議
会
だ
よ
り

市
議
会
だ
よ
り

運
命
は
…
自
分
で
変
え
ら
れ
る
ん
だ
よ
！

運
命
は
…
自
分
で
変
え
ら
れ
る
ん
だ
よ
！

「
座

敷
わ

ら
し

」
が

テ
ー

マ
の

演
劇

で
全

国
中

学
校

総
合

文
化

祭
出

場
　

金
田

一
中

学
校

「
座

敷
わ

ら
し

」
が

テ
ー

マ
の

演
劇

で
全

国
中

学
校

総
合

文
化

祭
出

場
　

金
田

一
中

学
校

　
33

月
1

日
   発

  行
月

1
日

   発
  行

令
和

 4
年

令
和

 4
年

6
2

6
2
号号

２２４４７７８８121214141515
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○
二
戸
市
役
所
出
張
所
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
二
戸
市
の
特
定
の
事
務
を
取
り
扱
う
郵

便
局
の
指
定
に
つ
い
て

 

◆
要
旨　

令
和
４
年
１
月
末
で
石
切
所

出
張
所
を
廃
止
し
、
２
月
か
ら
は
駅
前
郵

便
局
に
業
務
を
委
託
す
る
も
の
で
す
。

○
二
戸
市
育
英
資
金
貸
与
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

 

◆
要
旨　

育
英
資
金
の
返
済
額
の
免
除

割
合
を
、
市
内
に
住
所
を
有
し
就
業
し
て

い
る
場
合
は
２
分
の
１
に
、
市
内
に
住
所

を
有
し
市
内
に
就
業
ま
た
は
市
内
に
本
社

議
決
案
件

可
決

可
決

可
決

　
令
和
３
年
最
後
と
な
る
12
月
定
例
会
は
、
12
月
７
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で

の
14
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
は
藤
原
市
政
２
期
目
の
任

期
最
後
の
議
会
で
も
あ
る
た
め
、
本
会
議
や
委
員
会
で
は
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
全
体
が
転
換
期
を
迎
え
る
中
、
二
戸
市
も
否
応
な
く
時

代
の
流
れ
に
対
応
し
変
化
し
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど
二
戸

市
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち

に
な
る
よ
う
議
員
が
一
丸
と
な
り
真
剣
に
審
議
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

市
長
提
案
の
議
案
23
件
の
全
て
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
議
員
提

案
の
発
議
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員
が
、
市
政

や
教
育
行
政
に
つ
い
て
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

変
革
の

tTransforming 

12 月定例会

が
あ
る
企
業
に
就
業
し
て
い
る
と
き
は
４

分
の
３
に
拡
充
す
る
も
の
で
す
。

○
二
戸
市
立
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

 

◆
要
旨　

同
敷
地
内
に
新
た
に
公
民
館

を
建
設
し
て
現
石
切
所
公
民
館
を
廃
止
、

及
び
中
央
公
民
館
と
分
館
の
一
部
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。
併
せ
て
、
新
公
民
館
の

使
用
料
を
規
定
し
、
他
の
公
民
館
使
用
料

も
改
定
す
る
も
の
で
す
。

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
（
各
施
設
）

 

◆
要
旨　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
５

年
間
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で

す
。
二
戸
広
域
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
・
二

戸
市
駐
車
場
は
二
戸
市
ふ
る
さ
と
振
興
株

式
会
社
に
、
金
田
一
近
隣
公
園
（
金
田
一

プ
ー
ル
な
ど
）
は
株
式
会
社
カ
ダ
ル
ミ
ラ

イ
に
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
の

体
育
施
設
を
二
戸
市
体
育
協
会
に
、
シ
ビ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
二
戸
市
文
化
振
興
協
会

に
、
そ
し
て
各
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

を
各
運
営
委
員
会
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
指

定
す
る
も
の
で
す
。

何
が
決
ま
っ
た
？

Points

○
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

12
号
）

◆
補
正
額 　
　

    
２
億
７
８
０
０
万
円

　

国
や
県
か
ら
の
交
付
金
増
額
に
よ
り
、

各
事
業
費
を
拡
充
し
た
り
、
日
常
生
活
を

支
援
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

【
主
な
内
容
（
歳
出
）
】

・
市
バ
ス
運
行
事
業　

   　

１
５
０
万
円

・
福
祉
灯
油
給
付
費 　

  

１
６
５
０
万
円

・
児
童
扶
養
手
当
等
支
給
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
５
０
万
円

・
産
業
力
強
化
促
進
事
業
費
補
助
金

　
　
　

 　
　
　
　
　

 　

   

５
４
６
万
円

・
道
路
維
持
管
理
補
修
・
新
設
改
良
費

　
　
　
　
　
　
　
　

     

１
１
３
６
万
円

・
都
市
計
画
街
路
事
業
費 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

９
８
０
０
万
円

・
市
営
住
宅
管
理
改
修
費

                          

４
８
０
５
万
円

・
小
学
校
管
理
費　
　

   

１
０
４
４
万
円

・
史
跡
九
戸
城
跡
整
備
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

     

２
３
８
８
万
円

補
正
予
算

可
決

可
決

○
石
切
所
出
張
所
を
令
和
４
年
１
月
末
で
廃
止
し
、
２
月
か

ら
は
二
戸
駅
前
郵
便
局
に
業
務
委
託
し
ま
す
。

○
二
戸
市
育
英
資
金
の
返
済
額
の
免
除
割
合
が
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
条
件
付
き
で
拡
充
さ
れ
ま
す
。

○
公
民
館
新
設
に
よ
り
、
中
央
公
民
館
の
一
部
、
旧
石
切
所

公
民
館
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

○
４
月
以
降
の
公
の
施
設
（
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
や
な

に
ゃ
ー
と
な
ど
）
を
管
理
・
運
営
す
る
指
定
管
理
者
が
決
ま

り
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
ほ
か
５
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
決
ま
り
ま
し

た
。
（
詳
し
い
審
議
内
容
は
５
ペ
ー
ジ
以
降
に
記
載
）

いま

可
決

とき

変革

tTransformation 

Ninohe 
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問 

利
用
料
金
を
徴
収
し
な

い
こ
と
が
で
き
る
と
し
た

考
え
方
を
伺
う
。

答 

公
園
の
利
用
促
進
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
カ
ダ

ル
ミ
ラ
イ
の
経
営
自
由
度

が
高
ま
り
収
益
確
保
に
結

び
つ
く
と
考
え
た
。
料
金

を
徴
収
し
な
い
こ
と
で
管

理
運
営
に
支
障
が
な
く
、

営
業
努
力
に
よ
り
市
民

サ
ー
ビ
ス
、
公
園
や
温
泉

施
設
の
利
用
促
進
、
賑
わ

い
創
出
や
地
域
づ
く
り
に

つ
な
が
る
。
社
会
情
勢
に

よ
り
経
営
状
況
が
激
変
し

た
場
合
を
考
慮
し
、
定
期

的
に
協
議
を
行
う
。

問 

カ
ダ
ル
エ
ス
テ
ー
ト
が

公
園
管
理
に
関
し
て
提
言

し
た
中
で
市
が
評
価
し
た

点
は
。

答 

適
切
に
公
園
を
管
理

し
た
上
で
温
泉
施
設
と
一

う
に
な
っ
て
お
り
、
納
税

金
額
は
一
般
寄
付
金
と
合

算
し
た
金
額
と
な
る
。
納

税
数
は
前
年
比
で
１
３
０

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

問 

返
礼
品
は
何
品
目
か
。

納
税
数
が
増
え
て
い
る
要

因
は
何
か
。

答 

返
礼
品
は
企
業
や
農
家

に
声
を
か
け
て
品
目
を
増

や
し
、
現
在
１
８
０
品
目
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
増
え
て

い
る
要
因
は
、
フ
ル
ー
ツ

や
肉
類
、
漆
器
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
多
い
こ
と
、
さ
ら

に
今
年
か
ら
始
め
た
米
の

定
期
便
へ
の
申
し
込
み
増

と
分
析
し
て
い
る
。　

本 会 議 ・ 常 任 委 員 会 で の 審 議本 会 議 ・ 常 任 委 員 会 で の 審 議

問 

公
金
取
扱
い
に
際
し
吏

員
指
名
を
要
す
る
が
、
郵

便
局
で
の
交
付
手
数
料
等

の
取
扱
い
は
ど
う
な
る
か
。

答 

手
数
料
等
納
付
の
際
に

は
、
郵
便
局
が
市
か
ら
預

か
っ
た
領
収
書
を
切
る
。

手
数
料
は
月
に
一
回
ま
と

め
て
市
に
納
付
す
る
。

問 

委
託
業
務
以
外
の
申
請

用
紙
（
住
民
異
動
届
出
等
）

は
置
く
の
か
。

答 

委
託
業
務
出
来
な
い
用

紙
等
は
置
か
な
い
。

総
務
費
寄
付
金

問 

ふ
る
さ
と
納
税
の
中
身

及
び
納
税
者
数
の
推
移
は
。

答 

寄
付
目
的
を
、
ま
ち
づ

く
り
・
福
祉
・
漆
・
教
育
・

九
戸
城
か
ら
選
べ
る
よ

本
会
議
で
の
質
疑

総　
　

務

常
任
委
員
会

二戸市ふるさと納税パンフ

移
動
手
段
の
支
援
、
及
び
子
育
て
支
援
の

た
め
児
童
１
人
あ
た
り
10
万
円
給
付
す

る
も
の
で
す
。

◆
補
正
額　

       

２
億
３
２
４
４
万
円

○
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

                                  

 

次
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま

し
た
。

【
教
育
委
員
】

二
戸
市
浄
法
寺　

佐
々
木  

千  

穂   

氏 
○
出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
る

意
見
書   

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

銀
河
鉄
道
の
利
用
促
進
に
か
か
る
負
担
金

や
運
航
支
援
の
補
助
金
な
ど

○
二
戸
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例                                   

　

国
の
基
準
の
一
部
改
正
を
受
け
て
、
代

替
保
育
、
食
事
、
設
備
、
職
員
体
制
な
ど

の
要
件
を
緩
和
す
る
も
の
で
す
。

○
二
戸
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例                                   

　

出
産
一
時
金
の
金
額
を
４
千
円
増
の 

40
万
８
千
円
に
改
め
る
も
の
で
す
。

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て                                   

　

県
営
川
又
地
区
土
地
改
良
事
業
の
施
行

に
伴
い
、
浄
法
寺
町
内
の
字
の
区
域
を
変

更
す
る
も
の
で
す
。

○
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
に
か
か
る 

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
等
増
額
と
予
防
接

種
に
か
か
る
収
入
増
に
伴
う
歳
入
予
算
の

組
替
え
、
及
び
浄
法
寺
診
療
所
の
医
療
用

消
耗
器
機
材
の
増
額
で
す
。

◆
繰
入
金
以
外
の
歳
入
増
分        

　
　
　
　
　
　
　
　

     

１
３
６
０
万
円

○
令
和
３
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　

国
庫
補
助
金
の
追
加
交
付
に
よ
る
事
業

費
の
増
額
と
、
入
札
残
な
ど
事
業
費
の
組

替
え
で
す
。

◆
補
正
額       　

１
億
８
０
０
０
万
円

○
令
和
３
年
度
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

国
庫
補
助
金
の
追
加
交
付
に
よ
る
事
業

費
の
増
額
で
す
。

◆
補
正
額       　

３
億
２
０
０
０
万
円

○
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

13
号
）　

　

３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
原

則
個
別
接
種
と
し
て
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
か
ら
２
月
１
日
以
降
、
順
次
開
始
す
る

ほ
か
の
主
な
議
案

否
決

議
員
発
議

工事が進む石切所公民館（右手は石切所小学校）

人
事
案
件

　本会議の会議録は、市役所１階　本会議の会議録は、市役所１階

情報公開コーナー、市立図書館、情報公開コーナー、市立図書館、

浄法寺カシオペアセンターに備え浄法寺カシオペアセンターに備え

てあります。平成 18 年度以降の会てあります。平成 18 年度以降の会

議録は二戸市議会ウェブサイトか議録は二戸市議会ウェブサイトか

ら閲覧・検索することもできます。ら閲覧・検索することもできます。

　定例会の一般質問は、カシオペアＦＭ定例会の一般質問は、カシオペアＦＭ
（周波数 77.9 ＭＨｚ）で録音放送をして（周波数 77.9 ＭＨｚ）で録音放送をして

います。います。
　放送日程は、二戸市議会ま　放送日程は、二戸市議会ま
たはカシオペアＦＭのウェブたはカシオペアＦＭのウェブ
サイトでご確認ください。  サイトでご確認ください。  

　インターネット（YouTube）で、二戸市議会の議論のようす
を配信しています。二戸市の「いま！」をタイムリーに感じた
い方は生（ライブ）配信で、ゆっくりと好きな時間に見たい視
聴したい方は録画配信でどうぞ。　

議会のネット中継議会のネット中継

会議録の公開会議録の公開 ラジオ放送ラジオ放送

まずはこちらの QR コードからアクまずはこちらの QR コードからアク
セス！ セス！ 　

問 

支
所
廃
止
に
地
元
か
ら

意
見
は
な
か
っ
た
か
。

答 

10
月
に
説
明
会
を
行
っ

た
。
道
路
に
面
し
て
お
り
午

後
５
時
ま
で
の
開
設
は
便
利

と
の
声
が
あ
っ
た
。

問 

今

回

改

正

に

よ

り

40
万
８
千
円
と
な
る
が
、

二
戸
病
院
に
問
い
合
わ
せ

た
と
こ
ろ
実
際
の
出
産
費

用
は
50
万
円
以
上
に
な
る

と
の
話
で
あ
る
。
金
額
の

乖
離
（
か
い
り
）
を
ど
う

考
え
る
か
。

答 

正
常
分
娩
は
自
由
診
療

に
つ
き
把
握
が
困
難
で
あ

る
。
実
際
の
費
用
に
か
か

わ
ら
ず
定
額
支
給
す
る
制

度
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

緒
に
運
営
し
て
い
く
点
で

あ
る
。
地
域
の
賑
わ
い
作

り
、
同
時
に
発
生
す
る
消

費
行
動
に
よ
り
地
域
が
潤

う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が

一
番
の
効
果
に
な
る
と
考

え
る
。

問 

金
利
変
動
に
よ
る
増
加

経
費
や
需
要
見
込
み
の
誤

り
な
ど
市
負
担
と
な
っ
て

い
る
が
、
委
託
先
を
プ
ロ

と
見
込
ん
で
指
定
す
る
の

で
は
な
い
の
か
。

答 

指
定
管
理
に
関
す
る
市

の
指
針
に
リ
ス
ク
分
担
に

つ
い
て
定
め
て
い
る
。
個
々

の
内
容
は
委
託
先
と
協
議

し
な
が
ら
決
め
て
い
く
。

問 

今
予
算
で
見
込
ん
だ
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
件
数
と
、

診
療
所
従
事
職
員
の
接
種

状
況
を
伺
う
。

答 

２
４
５
５
人
分
で
、
医

療
従
事
者
接
種
は
１
～
２

月
に
副
反
応
を
見
な
が
ら

分
け
て
行
う
。

環
境
を
整
え
る
た
め
、
出
産
に
か
か
る
一

時
金
の
金
額
を
実
際
の
費
用
負
担
ま
で
引

き
上
げ
る
よ
う
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。 

○
二
戸
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則　

　

「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」
の
新
設
に

と
も
な
い
「
議
会
改
革
推
進
協
議
会
」
を

廃
止
し
、
規
則
で
定
め
る
協
議
の
場
か
ら

除
く
も
の
で
す
。

※
議
案
に
対
す
る
質
疑
応
答
は
５
・
６
ペ
ー

ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

可
決

同
意

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

ほ か の 主 な 議 案ほ か の 主 な 議 案

市の特定業務を取扱う二戸駅前郵便局

二

戸

市

の

特

定

の

事

二

戸

市

の

特

定

の

事

務

を

取

り

扱

う

郵

便

務

を

取

り

扱

う

郵

便

局

の

指

定

に

つ

い

て

局

の

指

定

に

つ

い

て

二

戸

市

役

所

出

張

所

二

戸

市

役

所

出

張

所

設

置

条

例

の

一

部

設

置

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

改

正

す

る

条

例

二

戸

市

国

民

健

康

二

戸

市

国

民

健

康

保

険

条

例

の

一

部

保

険

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

改

正

す

る

条

例

二
戸
市
都
市
公
園
条
例
の

二
戸
市
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
部
を
改
正
す
る
条
例

３

年

度

国

民

健

康

３

年

度

国

民

健

康

保

険

特

別

会

計

保

険

特

別

会

計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
予
算
（
第
４
号
）

公
の
施
設
の
指
定
管

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い

理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
金
田
一
近
隣
公
園
）

て
（
金
田
一
近
隣
公
園
）

３３

年

度

一

般

会

計

年

度

一

般

会

計

補
正
予
算
（

補
正
予
算
（
第
12
号
））
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審 議 結 果 ・ 賛 否 の 公 表 ・ 討 論審 議 結 果 ・ 賛 否 の 公 表 ・ 討 論 　　
　　

議　案　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

畠
中　

泰
子 

田
口　

一
男

（
欠　

員
）

岩
崎　

敬
郎

沼
井　

賢
壮

小
田
島
行
伸

三
浦　

利
章

新
畑　

鉄
男

駒
木　
　

昇

髙
村　

人
司

出
堀　

満
則

石
輪　

成
人

米
田　
　

誠

菅
原　

恒
雄

田
中　

勝
二

國
分　

敏
彦

内
沢　

真
申

田
代　

博
之

議案第２号  二戸市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

× × － 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 11 号  公の施設の指定管理者の指定につい
て（金田一近隣公園）

× × － 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第２号  出産育児一時金の引き上げを求める
意見書

○ ○ － 議 × × × × × × × × × × × × × ×

議案番号等 議　案　名　等 審議結果

議案

1 二戸市役所出張所設置条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

2 二戸市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決（賛成多数）
3 二戸市特定保育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
4 二戸市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
5 二戸市営住宅条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
6 二戸市都市公園条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
7 二戸市育英資金貸与条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
8 二戸市立公民館条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）
9 公の施設の指定管理者の指定について（二戸広域観光物産センター・二戸市駐車場） 可決（全員賛成）

10 公の施設の指定管理者の指定について（二戸市農村研修集会施設） 可決（全員賛成）
11 公の施設の指定管理者の指定について（金田一近隣公園） 可決（賛成多数）
12 公の施設の指定管理者の指定について（二戸市総合スポーツセンターほか） 可決（全員賛成）
13 公の施設の指定管理者の指定について（二戸市シビックセンター） 可決（全員賛成）
14 字の区域の変更について 可決（全員賛成）
15 二戸市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について 可決（全員賛成）

16
岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び岩手県市町村総合事務組合規約の

一部変更の協議について
可決（全員賛成）

17 令和３年度二戸市一般会計補正予算（第 12 号） 可決（全員賛成）
18 令和３年度二戸市国民健康保険特別会計補正予算（第 4 号） 可決（全員賛成）
19 令和３年度二戸市下水道事業特別会計補正予算（第 3 号） 可決（全員賛成）
20 令和３年度二戸市生活排水処理事業特別会計補正予算（第 3 号） 可決（全員賛成）
21 令和３年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第 4 号） 可決（全員賛成）
22 教育委員会の委員の任命について 同意（全員賛成）

23 令和３年度二戸市一般会計補正予算（第 13 号） 可決（全員賛成）

発議
1 二戸市議会会議規則の一部を改正する規則 可決（全員賛成）
2 出産育児一時金の引き上げを求める意見書 否決（賛成少数）

【審議結果】

賛 否 の公表　採決で賛否が分かれた案件の結果です。氏名の上の数字は議席番号

※議長は採決には加わりません。　※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席

が
、
指
定
管
理
に
よ
り
こ
れ
よ

り
下
回
る
見
込
み
で
あ
る
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

問 

整
備
状
況
を
伺
う
。

答 

槇
木
米
内
線
は
元
足
沢
小

学
校
の
交
差
点
ま
で
完
成
。

そ
こ
か
ら
足
沢
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
ま
で
の
工
区
を
令
和

５
年
を
め
ど
に
進
め
て
い
き

た
い
。

矢
神
市
営
住
宅
の
改
修

問 
今
回
の
改
修
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
す
る
も
の
か
。

答 

通
常
の
改
修
で
あ
る
。
高

齢
化
や
障
が
い
者
の
需
要
を
踏

ま
え
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問 

二
戸
広
域
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

の
利
用
促
進
に
向
け
て
の
今
後
の
課

題
は
。

答 

ｗ
ⅰ
‐
Ｆ
ⅰ
環
境
を
整
え

る
な
ど
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を

捉
え
随
時
必
要
な
施
設
改
修

を
行
っ
て
い
る
。
建
物
が
19

年
を
経
過
し
て
い
る
の
で
、

計
画
的
に
機
械
設
備
の
更
新

や
改
修
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

問 

金
田
一
近
隣
公
園
施
設
の

利
用
制
限
は
あ
る
の
か
。
指

定
管
理
料
は
ど
の
く
ら
い

か
。

答 

遊
具
や
ト
イ
レ
は
設
置
場

所
が
変
わ
る
が
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
利
用
で
き
る
。
プ
ー
ル
は

温
泉
施
設
で
受
付
を
し
て
か
ら

の
利
用
と
な
る
。
指
定
管
理
料

に
つ
い
て
は
、
市
直
営
の
場
合

の
試
算
で
８
５
０
万
円
で
あ
る

　 　 常 任 委 員 会 で の 審 議 ・ 討 論

問 

市
内
に
住
所
が
あ
る
期
限

付
き
雇
用
者
は
対
象
と
な
る

か
。
離
職
し
た
場
合
は
。

答 

市
内
に
住
所
が
あ
り
就
労
証

明
書
で
確
認
で
き
れ
ば
対
象
と

な
る
。
毎
年
確
認
を
行
う
。

問 

指
定
管
理
に
あ
た
り
改
善

点
の
提
案
は
。

答 

令
和
３
年
度
地
方
創
生

カ
シ
オ
ペ
ア
講
座
で
は
、
福

岡
高
生
徒
企
画
に
よ
る
ス

ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
演
奏
会
や

岩
手
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
て
の
ひ

ら
デ
ザ
イ
ン
展
」
な
ど
を
開

催
。
施
設
の
特
徴
を
活
か
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
協
力
し

て
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
す

る
。
市
民
が
文
化
芸
術
に
親

し
み
、
喜
び
を
体
験
で
き
る

よ
う
な
管
理
運
営
に
努
め
る

と
の
提
案
で
あ
っ
た
。

福
祉
灯
油

問 

５
千
円
と
し
た
根
拠
は
。

答 

他
市
の
状
況
な
ど
総
合
的

に
判
断
し
て
決
め
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問 

追
加
接
種
は
。

答 

実
施
に
向
け
て
接
種
体

制
を
見
直
し
て
い
る
。
原
則

個
別
接
種
と
し
、
今
後
国
の

動
向
に
よ
り
個
別
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
は
集
団
接
種
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

診
療
所
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
実
績
は
。

答 

金
田
一
診
療
所
が
８
月 

18
日
か
ら
現
在
（
12
月
15
日

の
会
議
）
ま
で
２
７
２
回
、

浄
法
寺
診
療
所
が
５
月
20
日

か
ら
現
在
ま
で
３
１
９
８
回

で
あ
る
。

文
教
福
祉

常
任
委
員
会

３３

年

度

一

般

会

計

年

度

一

般

会

計

補
正
予
算
（

補
正
予
算
（
第
12
号
））

討討  

論論

議
案
第
２
号　

二
戸
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

産
業
建
設

常
任
委
員
会

もうすぐ完成！カダルテラス金田一

畠
中　

泰
子  

議
員

　

国
の
省
令
の
改
正
を
受
け
て
の
改
正
で
、
市
内
の
保
育

に
影
響
が
な
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
の
安

全
も
担
保
で
き
な
い
環
境
で
の
保
育
を
追
認
す
る
こ
と

に
な
る
。
連
携
施
設
設
定
の
緩
和
、
保
育
士
の
配
置
基

準
の
緩
和
、
自
園
調
理
で
な
く
外
部
搬
入
も
認
め
る
緩

和
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
や
発
達
を
保

障
す
る
た
め
に
規
制
緩
和
を
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
市

の
保
育
水
準
を
堅
持
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
反
対

す
る
。

　
畠
中　

泰
子  

議
員

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
は
成
功
事
例
が
少
な
く
、
日
本
が
手

本
と
し
た
英
国
で
は
廃
止
さ
れ
た
。
国
の
会
計
検
査

院
の
報
告
書
に
お
い
て
も
従
来
方
式
の
方
が
安
上
が

り
の
事
業
が
多
数
で
あ
り
、
評
価
条
件
設
定
や
事
業

把
握
、
管
理
者
の
適
用
不
備
等
の
課
題
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
二
戸
市
に
お
い
て
も
二
度
に
わ
た
る
出
資

率
変
更
や
事
業
費
増
額
で
、
案
件
形
成
あ
り
き
の
や

り
方
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
に
よ

る
指
定
管
理
者
を
進
め
る
こ
と
に
懸
念
を
持
つ
こ
と

か
ら
反
対
す
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
二
戸

の
指
定
に
つ
い
て
（
二
戸

市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

　
　反  対

　
　賛  成　

田
口　

一
男  

議
員

　

国
の
人
口
減
少
が
続
く
中
、
地
方
で
は
生
活
に
か
か
る

経
済
的
負
担
や
結
婚
機
会
が
少
な
い
環
境
の
た
め
婚
姻

人
口
が
極
端
に
減
少
し
て
い
る
。
出
産
時
負
担
額
は
岩

手
県
と
東
京
の
正
常
分
娩
の
平
均
値
で
16
万
円
以
上
の

差
が
あ
り
、
こ
れ
が
出
生
数
の
減
少
と
関
わ
り
が
あ
る

と
考
え
る
。
全
国
ど
こ
に
住
ん
で
も
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
少
子
化
対

策
に
通
じ
る
。
出
産
費
用
の
一
部
負
担
を
で
き
る
だ
け

無
く
す
る
よ
う
、
ま
た
こ
う
い
う
意
見
を
ど
ん
ど
ん
国

に
上
げ
る
こ
と
で
判
断
い
た
だ
け
る
よ
う
賛
成
す
る
。

賛
成

　
内
沢　

真
申  

議
員

　

誰
も
が
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

に
は
意
義
が
あ
る
が
、
出
産
費
用
の
実
態
を
正
確
に
調

査
す
る
必
要
が
あ
る
。
２
０
１
６
年
度
の
国
民
健
康
保

険
中
央
会
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
最
も
高
い
東
京
都
と

低
い
鳥
取
県
の
間
で
22
万
円
の
差
が
あ
っ
た
。
出
産
育

児
一
時
金
は
全
国
一
律
な
の
で
、
費
用
が
下
回
る
場
合
、

差
額
分
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
慎
重
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
与
党
内
で
増
額
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
国
の
動
向
を
注
視
し
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い

と
考
え
反
対
す
る
。

反
対

公
の
施
設
の
指
定
管

公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い

理
者
の
指
定
に
つ
い

て
（
金
田
一
近
隣
公
園
）

て
（
金
田
一
近
隣
公
園
）

二

戸

市

育

英

資

金

二

戸

市

育

英

資

金

貸

与

条

例

の

一

部

貸

与

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例

を

改

正

す

る

条

例

３

年

度

国

民

健

康

３

年

度

国

民

健

康

保

険

特

別

会

計

保

険

特

別

会

計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
予
算
（
第
４
号
）

３

年

度

一

般

会

計

３

年

度

一

般

会

計

補
正
補
正
予
算
（
第

予
算
（
第  

12
号号
））

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
二
戸

の
指
定
に
つ
い
て
（
二
戸

広
域
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

広
域
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー

・

二

戸

市

駐

車

場

）

・

二

戸

市

駐

車

場

）

議
案
第
11
号　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
（
金
田
一
近
隣
公
園
）

出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　
畠
中　

泰
子  

議
員

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
へ
の
移
動
困
難
者
へ
の
配
慮
は

評
価
す
る
。
子
育
て
支
援
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
交
付

金
は
モ
デ
ル
世
帯
９
６
０
万
円
と
い
う
所
得
制
限
の
た

め
に
50
人
、
及
び
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
が
対
象
外
と

な
る
。
自
治
体
判
断
で
対
象
と
す
る
こ
と
を
国
も
認
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
公
平
感
が
な
く
温
か
い
支
援
と

な
る
よ
う
市
独
自
の
対
策
を
求
め
賛
成
す
る
。

議
案
第
23
号　

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

賛
成

反
対

反
対

ストリートピアノ演奏会　　　

　　　＠シビックセンター
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問答

沼井  賢壮  議員 

問答

問答

　一般質問は、議員が市政全般にわたり事業の執行状況や考え

方などを執行機関に質問するものです。

　本定例会では 7 人の議員が、下記の項目について質問に立ち

ました。

（名まえの前の数字は通告順）

進
め
る
。

必
要
な
支
援
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

市
長　

町
内
会
等
や
若

い
人
た
ち
が
視
点
を

変
え
、
創
意
工
夫
を
し
た
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
物
資
両
面
で
支

援
す
る
と
と
も
に
、
職
員
も

地
域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
情

報
発
信
の
協
力
を
行
う
な
ど
、

歴
史
や
文
化
の
継
承
や
環
境

美
化
活
動
、
世
代
間
交
流
が

活
発
な
元
気
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
維
持
の
支
援
に
向
け
て

努
め
た
い
。

れ
な
い
が
、
現
状
に
お
い
て

は
純
粋
な
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
管

理
運
営
は
困
難
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

個
別
施
設
計
画
の
策

定
は
ど
の
程
度
進
ん

で
い
る
の
か
。
公
会
計
の
固

定
資
産
台
帳
と
の
統
合
も
必

要
で
は
な
い
か
。

市
長　

公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
基

づ
く
個
別
施
設
計
画
を
平
成

30
年
２
月
に
策
定
し
て
い
る
。

令
和
３
年
３
月
に
は
一
部
見

直
し
を
し
て
お
り
、
令
和
３

年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で

５
年
間
で
の
施
設
ご
と
の
維

持
、
改
築
、
改
修
等
の
行
動

計
画
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

相
応
の
予
算
を
必
要
と
す
る

こ
と
か
ら
、
優
先
度
を
考
慮

し
、
計
画
的
に
進
め
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

　

公
会
計
の
固
定
資
産
台
帳

と
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
全

体
を
見
据
え
な
が
ら
、
計
画

的
か
つ
有
効
的
な
運
用
、
実

施
を
意
識
し
て
取
り
組
み
を

長
期
的
視
点
に
お
い

て
公
共
施
設
等
に
関

す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
く
の
か

伺
う
。市

長　

二
戸
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計

画
を
平
成
28
年
３
月
に
策
定

し
た
。
計
画
策
定
時
に
は

３
０
０
施
設
を
保
有
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
築
30
年
を
超

え
る
施
設
は
全
体
の
54
％
を

占
め
建
て
替
え
や
大
規
模
改

修
な
ど
に
よ
る
更
新
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。
保
有
施
設

の
修
繕
、
改
修
、
解
体
等
に

つ
い
て
は
計
画
性
を
持
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

施
設
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
引
き
続
き

現
在
使
用
し
て
い
る
団
体
等

と
協
議
を
進
め
た
い
。

　

整
備
に
係
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ

い
て
は
、
市
の
指
定
管
理
施

設
の
う
ち
収
益
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
可
能
性
は
あ
る
か
も
し

問

問

答

内沢  真申  議員

敬老会のようす「元気で長生きしてね」

答

問答

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
に
つ
い
て

市政を問う！市政を問う！
77 人の議員が一般質問人の議員が一般質問

一 般 質 問 　 　一 般 質 問 　 　

で
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
市

内
小
中
学
校
Ｈ
Ｐ
に
は
議
会

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
と
の
願
い
か
ら
、
二
戸
市

議
会
サ
イ
ト
か
ら
こ
ど
も
ペ

ー
ジ
の
リ
ン
ク
を
張
り
付
け

て
い
る
。
小
さ
い
頃
か
ら
政

治
に
関
心
を
持
た
せ
る
こ
と
、

重
要
性
を
学
ば
せ
る
こ
と
、

参
加
す
る
意
義
を
感
じ
取
ら

せ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。「
こ
ど
も

議
会
」
に
つ
い
て
は
、
市
長

と
同
様
の
認
識
で
あ
り
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
政
治
へ
の
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
良
い
取

り
組
み
と
考
え
て
い
る
。

小
中
高
生
に
対
し
授
業

や
講
演
を
通
し
政
治
へ

の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
も
重
要
と
考
え
る
。「
こ

ど
も
議
会
」
開
設
も
有
効
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　

学
生
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
市
内
高

等
学
校
へ
訪
問
し
投
票
の
呼

び
か
け
を
依
頼
す
る
と
と
も

に
、
期
日
前
投
票
立
会
人
及

び
街
頭
啓
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
推
薦
い
た
だ
い
て
る
。「
こ

ど
も
議
会
」
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
政
治
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
良
い
機

会
と
な
る
大
切
な
取
り
組
み

と
考
え
る
。

教
育
長　

令
和
２
年
度

か
ら
４
年
度
に
か
け

て
順
次
全
面
実
施
さ
れ
て
い

る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い

て
、
主
権
者
教
育
が
一
層
重

視
さ
れ
た
内
容
に
改
定
さ
れ

て
お
り
、
各
段
階
で
政
治
の

重
要
性
を
捉
え
る
と
と
も
に
、

政
治
に
関
心
を
持
っ
て
主
体

的
に
参
画
す
る
姿
勢
を
育
ん

過
去
の
投
票
率
を
見
る

と
当
市
は
ワ
ー
ス
ト
１

～
２
位
。
そ
の
原
因
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

政
治
や
選
挙
へ

の
関
心
が
低
い
こ
と
が

一
番
の
原
因
と
考
え
る
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
国
政
や
他
の

選
挙
で
無
投
票
が
多
か
っ
た

こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
捉
え

て
い
る
。

前
回
か
ら
今
回
ま
で
の

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の

間
に
、
継
続
的
に
ど
の
よ
う

な
啓
発
活
動
を
し
た
か
。

市
長　

選
挙
の
お
知
ら

せ
を
作
成
し
全
戸
配
布

し
た
り
、
市
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
へ
の
掲
載
、
の
ぼ

り
や
横
断
幕
を
市
役
所
な
ど

に
掲
示
し
た
り
し
た
。
防
災

行
政
無
線
、
広
報
車
や
カ
シ

オ
ペ
ア
Ｆ
Ｍ
を
活
用
し
た
周

知
に
加
え
、
大
型
商
業
施
設

で
の
街
頭
啓
発
と
店
内
ア
ナ

ウ
ン
ス
に
よ
る
投
票
呼
び
か

け
な
ど
を
実
施
し
た
。

答

私たちの義務と権利「投票に行こう！」

デ
マ
ン
ド
交
通
の
進

め
方
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

デ
マ
ン
ド
交
通

の
対
象
と
な
る
斗
米
・

仁
左
平
・
海
上
・
舌
崎
・
山

田
地
区
の
利
用
者
か
ら
利
用

の
意
向
、
頻
度
、
乗
降
場
所

に
つ
い
て
調
査
を
行
う
。
ま

た
、
二
戸
市
地
域
公
共
交
通

会
議
の
な
か
に
専
門
家
や
関

係
事
業
者
等
で
構
成
す
る
デ

マ
ン
ド
交
通
に
か
か
る
分
科

会
を
設
置
し
、
実
現
に
向
け

た
協
議
を
進
め
て
い
く
。
一

日
も
早
く
実
証
運
行
に
よ
る

検
証
を
経
て
本
格
運
行
に
移

行
し
た
い
。

防
災
・
減
災
に
か
か
る

緊
急
対
策
事
業
の
成
果

を
伺
う
。

市
長　

平
成
30
年
度
に

二
戸
市
国
土
強
靭
化
計

画
を
策
定
し
た
。
防
災
の
た

め
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
機
能
強

問

問 問

答

答答

米田 　誠  議員 

ス
の
削
減
、
ご
み
の
分
別
化

や
資
源
化
を
実
践
す
る
「
に

の
へ
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ご
み
と
環
境
保
護
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

日
常
的
な
取
り
組
み
の
き
っ

か
け
づ
く
り
に
な
っ
た
。
反

省
点
と
し
て
は
、
市
民
一
人

あ
た
り
の
生
活
系
ご
み
の
排

出
量
に
際
立
っ
た
減
少
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

取
り
組
み
の
効
果
や
成
果
を

可
視
化
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

化
と
し
て
河
川
や
治
山
等
整

備
に
か
か
る
緊
急
自
然
災
害

防
止
対
策
債
を
活
用
し
、
金

田
一
地
区
、
堀
野
東
側
・
上

東
・
大
谷
地
地
区
、
福
岡
長

嶺
地
区
、
浄
法
寺
下
前
田
地

区
の
雨
水
排
水
計
画
に
基
づ

く
整
備
、
お
ば
し
川
の
水
路

改
修
を
行
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

令
和
２
年
度
末
に
は
橋
梁
７

箇
所
の
修
繕
を
行
っ
た
。

ご
み
の
減
量
化
の
成

果
と
反
省
点
を
伺
う
。

市
長　

令
和
２
年
度

の
ご
み
の
総
排
出
量

は
対
前
年
度
比
で
１
３
２
ト

ン
減
少
の
８
３
２
０
ト
ン
、

そ
の
74
パ
ー
セ
ン
ト
が
生
活

系
ご
み
で
、
残
り
は
事
業
系

ご
み
で
あ
る
。
令
和
元
年

度
か
ら
市
内
の
小
学
校
高
学

年
・
中
学
生
・
市
民
全
般
を

対
象
に
、
エ
コ
バ
ッ
グ
や
マ

イ
ボ
ト
ル
の
使
用
、
食
品
ロ

防
災
・
減
災
対
策
事
業

ご
み
の
減
量
化

デマンドタクシーがあれば便利だね

　　　 ①内　沢　真　申　議員

　　　１．公共施設等総合管理計画の進め方について

　　　２．アフターコロナの地域コミュニティ維持に

　　　　　ついて

　　   ②沼　井　賢　壮　議員

　　　1．二戸市の投票率について

　　　③米　田　　　誠　議員

　　　１．ごみの減量化について

　　　２．防災・減災対策について

　　　３．サポカー限定免許について

　　　４．マイナンバーカードの普及促進について

　　　④國　分　敏　彦　議員

　　　１．長嶺中央公民館の閉鎖について

　　　２．カダルテラス金田一について

　　　３．テロワール推進事業と観光コーディ

　　　　　ネーター業務について

　⑤田　口　一　男　議員

　1．市の離農対策について

　2．寂聴師亡き後の観光について

　⑥駒　木　　　昇　議員

　１．選挙の投票率向上策は

　２．灯油高騰対策について

　⑦畠　中　泰　子　議員

　１．新型コロナウイルス感染症から

　　　市民のいのちと暮らしを守る対策

　２．福岡工業高校の統合計画撤回、

　　　存続と充実をめざす取り組み

　３．市林道の境界確定

　

　 　 一 般 質 問 　　 　 一 般 質 問 　
　　

　
個
別
施
設
計
画
の
策
定
状
況
は

一
部
見
直
し
を
行
っ
た

す
で
に
策
定
し

　
各
選
挙
投
票
率
が
低
い
理
由
は

政
治
へ
の
関
心
が
低
い
こ
と
が
原
因

　
マ
イ
カ
ー
が
な
い
人
の

デ
マ
ン
ド
交
通
実
現
に
向
け
た

調
査
を
行
う

　
移
動
手
段
は
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問答

駒木 　昇  議員 

問答

問答 灯
油
の
高
騰
対
策

問答

國分 敏彦  議員 

問答
テ
ロ
ワ
ー
ル
推
進
事
業
と

観
光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務

一 般 質 問

投
票
率
の
低
さ
に
つ
い

て
の
分
析
は
。

市
長　

政
治
や
選
挙
へ

の
関
心
が
低
い
こ
と
が

一
番
の
原
因
で
、
国
政
や
そ

の
他
の
選
挙
で
の
無
投
票
が

多
か
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
要

因
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
投

票
の
呼
び
か
け
や
様
々
な
周

知
、
啓
発
活
動
を
行
う
と
と

も
に
、
期
日
前
投
票
所
の
増

設
な
ど
投
票
環
境
の
改
善
に

も
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
政

治
や
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い

と
認
識
し
て
い
る
。

今
ま
で
の
各
選
挙
の
投

票
率
は
県
下
最
低
ラ
ン

ク
で
あ
る
。
若
年
層
は
極
め
て

重
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

な
ん
と
言
っ
て

も
身
近
な
選
挙
と
し
て

活
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
市
内
全
幼
稚
園
や

全
保
育
所
を
通
じ
、
入
所
児

童
と
保
護
者
へ
の
交
通
安
全

グ
ッ
ズ
等
物
品
配
布
に
よ
り

投
票
啓
発
を
行
っ
た
。
ま
た
、

市
内
高
等
学
校
を
訪
問
し
て

投
票
呼
び
か
け
を
依
頼
す
る

と
と
も
に
、
高
校
生
の
期
日

前
投
票
立
会
人
や
街
頭
啓
発

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
推
薦
い
た

だ
い
た
。
さ
ら
に
、
新
た
に

18
歳
に
な
ら
れ
た
方
と
ご
家

族
宛
に
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
を
送
付
し
、
投
票
に
つ

い
て
周
知
啓
発
を
行
い
、
期

日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
に

つ
い
て
も
ご
案
内
し
た
。
20

歳
に
な
ら
れ
た
方
に
も
同
様

に
通
知
し
て
、
啓
発
を
行
っ

て
い
る
。

　

市
全
体
と
し
て
の
県
内
順

位
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
今
回
の
選
挙
で
は
18
、

19
歳
等
若
年
層
の
投
票
率
が

向
上
し
て
い
る
の
で
一
定
の

成
果
が
出
て
い
る
も
の
と
考

え
る
。
今
後
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
継

続
し
つ
つ
他
市
町
村
の
事
例

等
を
参
考
に
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

灯
油
の
高
騰
対
策
を

伺
う
。

市
長　

平
成
26
年
度

に
福
祉
灯
油
事
業
実

施
基
準
を
定
め
て
以
降
毎
年

事
業
実
施
の
判
断
し
て
き
た
。

現
在
、
動
き
始
め
た
経
済
活

動
を
背
景
に
灯
油
価
格
は
高

値
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
冬

期
間
の
経
済
的
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
非
課
税
の
高
齢

者
世
帯
、
重
度
障
が
い
者
世

帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
、

灯
油
購
入
費
の
一
部
と
し
て

５
千
円
を
支
給
し
た
い
と
考

え
、
今
定
例
会
に
予
算
を
上

程
し
て
い
る
。

ゆるキャラが投票を啓発＠成人式

カ
ダ
ル
テ
ラ
ス
に
つ
い

て
①
当
初
計
画
か
ら
２

回
計
画
変
更
に
な
り
事
業
費

も
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
３

月
オ
ー
プ
ン
ま
で
に
ま
た
事

業
費
増
は
あ
る
の
か
。
②
指

定
管
理
料
は
払
う
の
か
。
③

土
地
賃
貸
料
は
い
く
ら
に
な

る
の
か
。
④
今
後
５
年
間
の

収
支
見
込
み
を
株
主
と
し
て

ど
う
見
て
い
る
の
か
。
⑤
公

民
連
携
事
業
で
は
収
益
を
公

園
管
理
に
還
元
す
る
条
件
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
条
件

は
決
め
て
い
る
の
か
。

市
長　

①
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
木
材
の
高
騰
な
ど

が
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は

事
業
費
内
で
収
ま
る
見
込
み

で
増
額
は
な
い
。
②
金
田
一

近
隣
公
園
の
プ
ー
ル
や
駐
車

場
な
ど
の
管
理
に
対
し
て
は

支
払
う
が
、
温
泉
施
設
と
足

湯
は
民
間
所
有
に
つ
き
支
払

わ
な
い
。
③
温
泉
施
設
等
は

公
園
内
の
設
置
な
の
で
占
用

料
が
発
生
す
る
。
当
該
年
度

の
土
地
評
価
額
で
算
定
、
令

問

問

問 問

問

答 答

答 答

答

作
り
を
目
指
し
て
い
る
。
今

は
情
報
発
信
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ま
だ
二
戸
に
来
て
も
ら

う
段
階
で
は
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
歴
史
や
食
に
興
味
が

あ
る
の
は
30
～
40
代
な
の
か

検
証
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

観
光
に
携
わ
る
全
て
の
方
々

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
観
光

振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。
電
動
の
シ
ェ
ア
サ
イ

ク
ル
な
ど
観
光
の
利
便
性
な

ど
配
置
す
る
か
な
ど
ト
ー
タ

ル
に
考
え
て
行
く
必
要
が
あ

る
。

和
３
年
度
で
は
88
万
円
程
度

と
な
る
。
④
新
型
コ
ロ
ナ
関

連
リ
ス
ク
や
施
設
の
浸
透
度

を
考
慮
す
る
と
、
開
始
か
ら

３
年
程
度
は
厳
し
い
状
況
を

想
定
し
て
い
る
。
カ
ダ
ル
エ

ス
テ
ー
ト
は
建
物
の
減
価
償

却
に
よ
り
当
面
赤
字
が
予
想

さ
れ
る
が
、
現
金
持
ち
高
の

上
昇
を
考
慮
し
、
安
定
的
に

運
営
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
⑤
現
パ
ー
ク
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
に
お
い
て
は
収
益
割
合

を
決
め
て
充
当
す
る
と
い
う

考
え
は
な
い
。

３
年
間
で
約
１
億
円
予

算
を
か
け
た
そ
の
成
果

は
。
観
光
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
30

～
40
歳
代
の
女
性
と
し
て
い

る
が
、
市
が
進
め
る
観
光
事

業
と
合
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。

市
長　

市
は
「
ま
た
訪

れ
た
く
な
る
」
観
光
地

田口   一男  議員 

10
年
ぶ
り
の
葉
た
ば

こ
廃
作
及
び
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
米
価
下

落
の
渦
中
で
の
離
農
対
策
は
。

市
長　

市
の
廃
作
農

家
数
は
61
戸
、
今
年

か
ら
来
年
に
か
け
て
の
減
反

を
合
わ
せ
た
廃
作
面
積
は

６
２
０
９
ア
ー
ル
で
あ
る
。

葉
た
ば
こ
全
耕
作
者
対
象
の

来
年
度
の
意
向
調
査
で
は
、

半
数
以
上
が
高
齢
者
で
、
重

労
働
を
廃
作
理
由
に
挙
げ
て

い
る
。
廃
作
後
の
転
作
予
定

は
16
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
、
農

地
貸
付
は
６
・
７
パ
ー
セ
ン

ト
、
残
り
は
作
付
け
な
し
・

検
討
中
と
い
う
回
答
で
あ
る
。

転
作
や
農
地
賃
貸
に
か
か
る

相
談
件
数
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
相
当
数
が
農
業
を
や
め

る
と
思
わ
れ
る
。

　

離
農
対
策
と
し
て
は
奨
励

作
物
の
選
択
肢
が
広
が
る
支

援
を
し
て
い
く
が
、
今
年
度

比
較
で
約
２
億
９
６
０
０
万

円
の
売
上
減
が
見
込
ま
れ
、

市
経
済
へ
の
影
響
が
非
常
に

大
き
く
な
る
と
懸
念
し
て
い

る
。
農
水
省
が
３
年
度
予
算

で
補
正
措
置
し
た
葉
た
ば
こ

作
付
転
換
円
滑
緊
急
対
策
事

業
に
よ
り
、
他
作
物
へ
転
換

す
る
農
業
者
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
市
で
も
要
件
に
該

当
す
る
場
合
に
は
支
援
し
て

ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
他
に

も
既
存
の
県
補
助
事
業
の
メ

ニ
ュ
ー
の
支
援
が
あ
る
の
で
、

国
県
に
要
望
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
は
米
価
だ
け
で
は

な
く
、
燃
料
や
資
材
等
生
産

費
の
高
騰
に
も
影
響
し
て
お

り
、
来
年
度
の
作
付
け
に
も

支
障
が
出
る
と
懸
念
す
る
。

当
市
の
農
業
形
態
は
米
だ
け

で
は
な
く
、
野
菜
・
果
樹
、・

た
ば
こ
な
ど
複
合
的
な
農
家

が
多
く
、
栽
培
面
積
も
小
規

模
な
の
で
、
比
較
的
米
価
下

落
の
影
響
は
小
さ
い
と
考
え

る
。
具
体
的
な
支
援
策
に
つ

い
て
は
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関

と
相
談
し
て
い
く
が
、
若
い

担
い
手
に
よ
る
所
得
の
安
定

と
将
来
展
望
が
開
け
る
支
援

を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

名
誉
市
民
で
あ
る
寂
聴

師
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念

展
示
の
あ
り
方
と
整
備
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

寂
聴
先
生
の
功

績
に
ま
つ
わ
る
品
物
等

の
行
き
先
が
確
定
し
た
時
点

で
検
討
し
て
い
く
。
天
台
寺

周
辺
の
文
化
財
収
蔵
庫
を
活

用
し
な
が
ら
、
日
本
一
の
漆

を
感
じ
さ
せ
る
エ
リ
ア
と
し

て
年
次
的
に
整
備
を
し
て
い

く
。

寂
聴
師
亡
き
後
の
観
光

地元産を食べて農業を守ろう

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
の
事

業
者
へ
の
き
め
細
や
か

な
支
援
は
。
米
価
の
大
幅
下

落
へ
の
対
策
強
化
、
市
独
自

の
支
援
策
を
示
す
べ
き
で
は
。

市
長　

そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
者
に
具
体
的
に

寄
り
添
う
と
と
も
に
、
農
家

に
対
し
て
は
情
報
収
集
を
行

っ
た
う
え
で
総
合
的
に
判
断

し
、
ま
と
ま
り
次
第
臨
時
会

に
諮
っ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
に
よ
り
可
視

化
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ

ー
問
題
、
女
性
へ
の
暴
力
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
や
生
理
の
貧

困
等
の
実
態
把
握
と
対
策
は
。

制
服
の
選
択
制
の
導
入
は
。

市
長　

女
性
へ
の
暴
力

件
数
は
年
間
10
件
程

度
に
横
ば
い
で
あ
る
。
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
は
把
握
し
て
い
な
い
。

生
理
用
品
の
配
布
は
８
～
11

月
ま
で
９
件
、
11
月
か
ら
は

女
性
の
幅
広
い
悩
み
相
談
に

対
応
す
る
「
い
わ
て
女
性
の

ス
ペ
ー
ス
ミ
モ
ザ
」
を
毎
月

第
３
日
曜
日
に
実
施
す
る
と

と
も
に
、
３
月
ま
で
必
要
な

方
に
生
理
用
品
を
配
布
す
る
。

教
育
長　

平
成
27
年
に

文
科
省
か
ら
「
性
同
一

性
障
が
い
に
係
る
児
童
生
徒

に
対
す
る
き
め
細
や
か
な
対

応
の
実
施
等
に
つ
い
て
」
通

知
が
あ
り
、
現
在
各
校
に
お

い
て
ス
ラ
ッ
ク
ス
・
ス
カ
ー

ト
の
選
択
等
、
制
服
の
種
類

に
つ
い
て
検
討
中
と
聞
い
て

い
る
。
学
校
長
の
判
断
を
尊

重
し
た
い
。

３
回
目
ワ
ク
チ
ン
は
個

別
だ
け
で
は
な
く
集
団

接
種
も
行
い
、
早
期
に
受
け

や
す
く
す
べ
き
で
は
。

市
長　

３
回
目
接
種
は

12
月
13
日
か
ら
医
療
従

事
者
か
ら
開
始
し
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
が
広
が
る
中
、
前
倒

し
す
る
情
報
も
あ
る
の
で
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
円

滑
な
接
種
に
努
め
る
。
個
別

接
種
を
基
本
と
し
、
状
況
を

見
な
が
ら
集
団
も
考
慮
し
て

い
く
。

存
続
に
か
か
る
取
り
組

み
の
ギ
ア
を
一
段
上
げ

る
こ
と
が
必
要
で
は
。

市
長　

生
徒
確
保
の
た

め
の
高
校
紹
介
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
費
用
を
補
助
し

た
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
り
動

画
で
活
動
が
見
る
こ
と
が
で

き
好
評
で
あ
る
。
来
年
度
実

施
の
通
学
費
補
助
も
併
せ
魅

力
を
広
く
伝
え
て
き
た
。
引

き
続
き
動
向
を
見
守
り
な
が

ら
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

答問答

福
岡
工
業
高
校
の
存
続

工業高校のパンフレット　※動画を参照

畠中  泰子  議員 

一 般 質 問

オープンが楽しみ！金田一温泉センター

　
投
票
率
の
向
上
策
は

選
挙
は
身
近
な
も
の
と
し
て

啓
発
に
取
り
組
む

　
米
価
下
落
へ
の
早
急
な
対
応
は

各
農
家
の
状
況
を
把
握
し
て

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く

　
二
戸
市
の
離
農
対
策
は

転
作
支
援
な
ど
の

将
来
展
望
が
開
け
る
支
援
を
す
る

　
カ
ダ
ル
テ
ラ
ス
金
田
一
の
運
営
は

コ
ロ
ナ
リ
ス
ク
考
慮
す
る
と

３
年
程
度
は
厳
し
い
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令和 3 年 11 月　臨時会令和 3 年 11 月　臨時会
　令和３年 11 月 16 日に令和３年 11 月臨時会が招集され、市長提出の議案３件について審議がなされました。

　新型コロナウイルスワクチン追加接種体制整備にかかる緊急補正予算を可決したほか、市道大萩野線の災

害復旧工事にかかる工事費変更契約と補正予算が可決されました。また、一部の方から天引きされる国民健

康保険税にかかる事務的誤りとその対策について市長より報告がなされました。   

　　　■ 議案第１号　専決処分を求めることについて【令和３年度二戸市一般会計補正予算（第９号）】   

　　　■ 議案第２号　市道大萩野線道路災害工事（２災 37 号）の変更請負契約の締結について   
  　  　■ 議案第３号　令和３年度二戸市一般会計補正予算（第 10 号）   
　　　

臨 時 会 ・ 研 修 会

　

　令和３年 11 月 30 日に令和３年 11 月臨時会 ( 第２回）が招集され、市長提出の議案 10 件について審議がなさ

れました。

　岩手県人事委員会の勧告に鑑み、一般職の期末手当、市長等の給与・期末手当、会計年度任用職員の期末手当

について支給割合を改定するもので、これらを規定する条例を一部改正するとともに人件費を支出している会計

の補正予算が可決されました。　 

　　　■ 議案第１号　二戸市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例   

　　　■ 議案第２号　二戸市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例  
  　  　■ 議案第３号　二戸市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例
　　　■ 議案第４号　令和 3 年度二戸市一般会計補正予算（第 11 号）　   
　　　■ 議案第５号　令和 3 年度二戸市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）  
  　  　■ 議案第６号　令和 3 年度二戸市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 　   
　　　■ 議案第７号　令和 3 年度二戸市生活排水処理事業特別会計補正予算（第２号） 　  
  　  　■ 議案第８号　令和 3 年度二戸市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 　   
　　　■ 議案第９号　令和 3 年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号） 　  
  　  　■ 議案第 10 号  令和 3 年度二戸市水道事業会計補正予算（第２号） 　   
　　　

　白熱する論戦の様子など、議会（本会議）を間近で見てみませんか。傍聴は当日の受付でＯＫです。

※新型コロナウイルスの感染状況により人数制限（最大９名まで）、マスクの着用をお願いしています。

　市役所と浄法寺総合支所の１階ホールでは、テレビで議会を生中継しています。こちらで視聴いただ

くこともできます。

　令和４年２月１日に令和４年２月臨時会が招集され、補欠選挙で新たに選出された 戸 来 守 和 議員の議席の

指定（５番）と常任委員会の任命（文教福祉）及び議席の一部変更（岩崎議長 3 番、沼井議員が４番に）、ほか

市長提出の議案４件について審議がなされました。

　市長提出の議案はおもに国の経済対策とコロナ対策事業で、市道の改良や橋の補修工事、区画整理事業にか

かる移転補償費などの予算が可決されました。

　　　■ 議案第１号　専決処分を求めることについて【令和３年度二戸市一般会計補正予算（第 14 号）】   

　　　■ 議案第２号　令和 3 年度二戸市一般会計補正予算（第 15 号） 

  　  　■ 議案第３号　令和３年度二戸市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

 　   　■ 議案第４号    令和３年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第５号） 　

令和 3 年 11 月　臨時会 ( 第２回 )令和 3 年 11 月　臨時会 ( 第２回 )

令和 4 年 2 月　臨時会令和 4 年 2 月　臨時会

市政調査会　研修会（ オンライン）市政調査会　研修会（ オンライン）
　令和３年 11 月 22 日に議場において、オンライン配信による議員研修会を開催しました。

　「地方創生　成功の鍵」と題し、土曜朝の情報番組キャスターとしておなじみの野村修也先生による講演を視聴

しました。野村先生は弁護士で、中央大学法科大学院の教授でもあります。二戸市を元気にするための成功の秘

訣について、政策立案や法令順守の専門的見地からのお話を伺いました。　　　

～議会を傍聴してみませんか？～　

議会活動の報告 (11 月から２月上旬）

11 月  １日    カシオペア連邦議会議員協議会

                        役員会

11 月  ５日    広聴広報委員会広報部会

　　　　　    ＩＣＴ推進委員会

11 月  ９日    議会改革推進委員会

11 月 16 日    議会運営委員会

　　　　　    11 月臨時会

　　　　　    議員全員協議会

　　　　　    閉会中の総務常任委員会

　　　　　   閉会中の産業建設常任委員会　             

11 月 19 日　二戸市・三戸町・田子町議会議員

                        協議会役員会

11 月 22 日   市政調査会オンライン研修会      　

　　　　        閉会中の議会運営委員会

11 月 24 日　議会改革推進委員会

11 月 26 日　ＩＣＴ推進委員会

11 月 30 日　議会運営委員会

　　　　　    11 月臨時会（第 2 回）

　　　　　    閉会中の総務常任委員会

　　　　　    閉会中の文教福祉常任委員会                        

　　　　　    閉会中の産業建設常任委員会                        

12 月  ３日　議会運営委員会

12 月   7 日 ～ 20 日　

　　　　　    12 月定例会

12 月 22 日　閉会中の議会運営委員会

  １月  ６日　 広聴広報委員会広報部会

  １月 14 日　議員全員協議会

　　　　　     議会改革推進特別委員会

　　　　　     議会改革推進委員会

　　　　　     閉会中の産業建設常任委員会 

  1 月 21 日 　広聴広報委員会広報部会

  1 月 24 日　ＩＣＴ推進委員会

  1 月 26 日　会派代表者会議

  1 月 27 日　自治体議会議員セミナー（希望者）    

 １月 28 日　議会運営委員会

  2 月  1 日　  2 月臨時会

　　　　　　広聴広報委員会

　　　　　　広聴広報委員会広報部会

活 動 報 告 ・ 新 人 議 員 紹 介 ・ ク イ ズ

N E W F A C E 紹 介

二戸法人会様から 提言書が出されました！

                       二戸市法人会の菅陽悦会長　

下の○に当てはまる言葉を入れてください。

 
「裏表紙はどこの風景？」

「石切所大村の

　　　中央の道路は○○○市民会館線」    

　 　
▪ 応募方法　
　クイズの答えと住所、氏名、年齢、議会へのご意見や議会だよりを読ん

だ感想やご意見を必ずご記入のうえ、ハガキやファックス、電子メールに
てご応募ください。正解者の中から抽選で５人に二戸市共通商品券 1,000
円分をお贈りします。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきま
す。
※ご意見、感想等は議会だよりの紙面でご紹介させていただくことがあり
ますのでご了承ください。（氏名非公開）
▪ あて先

  〒 028-6192　二戸市福岡字川又 47
　　　　　　　　　 二戸市議会事務局 議会だより係　
  FAX：0195-23-1633   /   メール： gikai@city.ninohe.iwate.jp

▪ 締切　令和４年３月 28 日（月）　※ 当日消印有効　　　　
（  前回の答え…   「 ＩＣＴ 」  ）

１月 16 日告示の 市議会議員補欠選挙

（欠員 1) で  無投票で初当選した

戸来 守和 ( へらい もりかず ) 議員です。

　11 月 29 日 二 戸 法 人

会（菅 陽悦会長）様が

岩崎議長のもとを訪れ、

「令和 4 年度税制改正に

関する提言」を手渡し

ました。

　ポストコロナを見す

え、影響をうけた中小

企業に対し実効性ある

紙面の中から答えを見つけてね！

議会だよりクイズ

対策を望む提言です。議会としても、市内の経済が元気に

なるよう折にふれ市当局に訴えていきたいと思います。

　石切所地区出身の 41 歳。「一生懸命がんばります！」

春はすぐそこ…

　若さ・行動力・誠実さが

私の強みです。二戸駅前から

二戸市を変えます！
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シリーズシリーズ

市民と市政をつなぐ 議 会 改 革

　　　　

 　将来どう開発されるかわくわく…　

　　　　　　　　　　　　　　

　二戸市につなぎとめる魅力を

　公債費（市の借入金）の額を議会だよりをみて初めて
知りました。市民の税金を増やすという考えではなく、
もっと観光業や市の収入源になるようなものを活用し
ていくことをお願いしたいです。子どもの医療や３歳未
満の保育料など九戸村や一戸町は無料なのに、なぜ二戸
市は…と思ってしまいます。人口を増やしたいと思うな
ら、何かつなぎとめる二戸市の魅力を検討していただき
たい。そして、二戸市に残る親のことを考えるととても
心配になります。これからの二戸市のためにどうぞよろ
しくお願いします。　　　　　　　　　    （堀野・ 女性）

生理の貧困について

　「生理の貧困」への対策を求める意見
書が否決された。残念である。従来か
ら非正規就業女性の割合は８割強。会
社はコロナ禍で経営悪化を理由に真っ
先に非正規就業女性を切り、非正規の
女性は失業する現状がある。「貧困」に
なった女性は生理用品を買う余裕がな
い。生理期間中は就活もできない。さ
らに「窮貧」し負のスパイラルになる。

「コロナ禍」は「災害」と同じだよ！「生
理の貧困は」は極論すると「生存」に
かかわることではないのか？　　　　  
　　　　　　　　　（福岡・女性）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

奨学金について

　奨学金に関する問題は大切だと思
います。我が家も 2 人利用させて
いただきました。募集の時期がもう
少し早ければと思いました。　　　
　　　　　　　　　　（釜沢・女性）
　

 ご意見箱

み ん な の ペ ー ジ ・ 編 集 後 記 議 会 改 革 報 告

　　　　

　二戸駅前の区画整理事業は
目をみはるものがあります。
バスで駅前に行くたびに、以
前あった建物がなくなり更地
になっています。この地域は
将来どのような開発がされて
いくのか、とてもわくわくし
ています。駅前なので、人が
集まることを期待していま
す。　　　（浄法寺・女性）

生まれて良かったと思えるまちに

　コロナも、定住 25,000 人のキープも何とか
守りたいものです。二戸に生まれて良かったと
思えるまちであるよう願っています。　　　　
　　　　　　　　　　　　　（浄法寺・女性）

　令和３年 12 月定例会を終えて、にのへ市議会だより 62 号をお届けいたします。編集を担当している
私たちは、議会と市民の皆様をつなぐ大切な役割を担っていると感じております。皆様からのさまざま
な声をいただいていることも有り難いことと思っております。前回から議会改革に関する取り組みなど
も紹介させていただきました。内容の充実や紙面構成のレベルアップに努めてまいります。
　今後ともよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内 沢　真 申  記）

< 編  集  後  記 >< 編  集  後  記 >

＊広聴広報委員会

　　委員長　石  輪  成 人　　

＊広報部会

     　（部会長）    田 口   一 男   　（副部会長）   小田島  行 伸

    　 （委    員）    内 沢   真 申         沼 井   賢 壮         戸 来   守 和

　９月定例会終了後にスタートした「議会改革」。
もっと住みよいまちにするには？市民の声をう
まく市政に届けるには？…私たち議員は日々奮
闘しています。

みなさまの声を聞かせて！
　クイズにご応募いただいた皆さまからのご意見を
ご紹介しながら、二戸市の今を考えます。　　　　

　　定例会の話題に思う…　　定例会の話題に思う…

二戸駅東側のロータリー　11 月撮影

ここはどうなるのかな？ 11 月撮影

滝沢市議会を視察

３月定例会が

　はじまりま～す！

　次回の定例会は、２月 28 日 ( 月 ) に開会の予定です。
　3 月定例会では新年度の施策とその予算について審議します。また、新市
長による市政方針の演述が行われます。「どうなる二戸？どうする二戸？」
みなさまの傍聴をお待ちしています。なお、コロナ対策のため入場を制限す
る場合もありますのでご了承願います。YouTube の生配信や録画配信でも
視聴できます。詳しい日程は二戸市議会のウェブサイトを検索！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

< 議会改革推進委員会では議会改革推進委員会では >

　近未来の自治体デジタル化に伴う会議形式等
の変化に対応するための規則改正や、市政への
積極的な住民参画を促進するためにはどうした
らよいか、などについて具体的な話し合いを重
ねています。

　　　　　　　　　　
< 議会改革ＩＣＴ推進委員会では >

　○タブレット導入
　市議会おけるタブレット導入と活用について協議して
います。タブレットはパソコンの端末機器で、議会で配布
される議案などをデータ化し共有・活用することで年間消
費される紙などの資源や、電気・職員の労力などの削減を
目指すものです。
　また、いち早く「いま知りたい」を検索することができ
ると同時に、めまぐるしく変革する状況にも対応できるよ
うになります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○政策提言制度の導入

    地域の課題や市民からの要望・苦情
などについて、議会から市当局に的確
に伝えるとともに、具体的な解決策や
アイデアも提案するものです。　　　
　　　　　　　

○子ども議会等を検討中

　　　　

    ○視察や計画策定

　昨年 11 月に、議会 ICT 化の先
進地である滝沢市議会への視察
を行いました。
　また、有効にＩＣＴを活用す
るため基本計画を策定しました。

　ママさんや児童生徒が議員になっ
て、市政を質す模擬議会を計画して
います。これまでにない「市民と市
政をつなぐとりくみ」を企画してい
ます。　　　　　　　　　

　多くの市民の声を代弁し、より効果
的に議会が機能するにはどうすべきか
…「議会改革推進委員会」と「議会改
革 ICT 推進委員会」の２委員会が活動
している進捗を報告します。

一 生 懸 命
一 生 懸 命   !   !
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右のＱＲコードからも

ホームページにアクセス

できます→

Country roads, take me home to the place I belong... Country roads, take me home to the place I belong... 

　日々の生活に追われ、少し気持ちに余裕を持ちたいと思いながら過ごして

います。そんななかでも保育所年少の息子の屈託のない笑顔、表情の変化に

元気をもらっています。子育てをするうえで気軽に交流できる「つどいの場」

があるといいな… と思うことがあります。また、今は 3 歳以上の保育料

が無料になりましたが、3 歳未満児も無料になれば仕事をしながら安心し

て子育てができるのに…とも思います。

　若い人たちが 地元に戻って生活したいと思うようなまちになるよう期

待しています。　

浄法寺 ・ 樋田地区

　　　　      関　弘子さん

　このコーナーでは、市民の皆さまの

まちづくりに対する思いを紹介します。

　みなさまと一緒に、このまちの未来

を考えていきたいと思います。

こどもこどものの屈託屈託ないない笑顔笑顔にに

声 の

KOE NO HIROBA

ひひろろばば

二戸市の未来につづくみち…歩いて行こう一緒に二戸市の未来につづくみち…歩いて行こう一緒に
　　　　　～　　　　　　～　二戸駅前につながる 枋ノ木市民会館線二戸駅前につながる 枋ノ木市民会館線　～　～　　

元気元気をもらうをもらう毎日毎日ですです

message for youmessage for you
  

　　　　　ジョン ・ デンバー　　　　　　ジョン ・ デンバー　「「故郷にかえりたい故郷にかえりたい」」よりより  


